
10 研 究所 の あゆみ

奈良国立文化財研究所は、文化庁の前身の文化財保護委員会に付属する文化財の

調査研究機関 として1952年 に発足 した。当初は、歴史・建造物・美術工芸の 3研究室

と庶務室 とがあつた。その後、平城宮跡の保存が問題 となったのを契機 として平城

宮跡発掘調査部が設置され、10年のちに飛鳥藤原宮跡発掘調査部が発足 し、1970年

には飛鳥保存問題に関する国の施策の一環 として、閣議決定に基づいて飛鳥資料館

が開1増した。 また、 1974年 1こ は国三L開発とこ起因する埋蔵文化財問題に対処する方策

の一つ として、埋蔵文化財センターが設置された。

1952昭和 27.4.文化財保護委員会の付属機関として奈良文化財研究所 (庶務室・美術工

芸研究室・建造物研究室・歴史研究室)を 奈良市春日野町50番地に設置
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29.7.奈良国立文化財研究所と改称
35.10.奈 良市佐紀東町の平城宮跡に発掘調査事務所を設置

38.4.平城宮跡発掘調査部を開設
43.6.文化庁が発足 その附属機関となる
45.4.平城宮跡資料館が開館
48.4 会計課・飛鳥藤原宮跡発掘調査部・飛鳥資料館を設置
49.4.庶務部 (庶務課・会計課)と 埋蔵文化財センターを設置

50.3.奈良県高市郡明日香村奥山に飛鳥資料館が開館
55.4.美術工芸研究室を奈良国立博物館の仏教美術資料研究センターに移換

55.4.庁合を奈良市二条町に移転 平城調査部・埋文センターを庁合に統合
63.8.飛鳥藤原宮跡発掘調査部庁合を橿原市木之本町字宮ノ脇に新営
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Apri1     1 974 General Affairs Dept and Centre for Archaeologica1 0perations established
卜〕archi   1 975 Asuka Historical ,彰 luseum opened to public
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The lnstitute began as an auxiliary organization of he govemment's
National Col■ mission for Prottction of Cultural PK)perties.
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査研 究成果の普及活動

研究所には公開施設 として飛鳥資料館。平城宮跡資料館。同遺構展示館・飛鳥藤原

宮跡発掘調査部展示室がある。春秋には研究職員が調査研究成果を発表する公開講

演会を開催 し、飛ど亀資料館では、企画展示に関係 して内外の演者による講演会を催

している。両発掘調査部で実施する発掘調査では、発掘終了時に現地説明会を開催、

成果を発表 している。調査研究成果を公表する刊行物には、学報・史料・午報・基準資

料。飛鳥資料館図録・埋蔵文化財ニュースのシリーズがある。1994年 4月現在、蔵書

は142,947冊、写真資料は522,855点 1こ達 している。

現地説明会風景                               View Of an Explanation meeting on the Spot

Edwational Activitibs and]Reseatth ConectiOns

TheAsukaHistorical Museum,HettoPalaceSiteMuseum,Archaeological
Feature DisPlay Shelter at he HettO PalaCe site,and Display Rooms of he
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rhe Asuka]Iistoncal Museunl,in addition,holds pubhc lectures related

to the hemes of special exhibitions. The E)ivisions of bodi the Hetto Pal“ e
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presentations on excavation results whenever an excavation ends or concludes

an impottmtP4ase.The publication pЮ gram of he lnsititutt includesi research
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